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二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
〇
日
午
後
六

時
三
〇
分
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
登
山
隊
よ

り
名
塚
の
雪
崩
遭
遇
に
よ
る
遭
難
の
第

一
報
が
入
っ
て
き
た
。
「
ま
さ
か
」
　
と

思
い
な
が
ら
　
「
そ
う
か
」
　
と
、
納
得
す

る
よ
り
し
か
た
が
な
か
っ
た
。
出
発
を

前
に
し
て
の
飲
み
会
が
最
後
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
十
四
座
完
登
を
前
に
し
て

こ
の
遠
征
　
〈
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
）
　
に
つ
い

て
も
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
は
あ
っ
た
。
「
名
塚
そ

れ
で
良
か
っ
た
の
か
」
　
と
思
い
な
が
ら

悔
や
ま
れ
る
山
で
あ
っ
た
。
残
念
で
な

ら
な
い
。

名
塚
が
入
会
し
て
き
た
の
は
、
会
の

創
立
四
〇
周
年
記
念
事
業
　
（
一
九
八
一

年
）
　
の
準
備
が
進
み
始
め
た
時
だ
っ
た

と
思
う
。

坊
主
頭
で
、
髭
を
伸
ば
し
て
い
た
よ

う
な
記
憶
が
あ
る
。
一
見
、
恐
持
て
の

す
る
新
人
会
員
だ
っ
た
。
話
し
て
み
る

と
ま
っ
た
く
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
好

印
象
だ
っ
た
。

例
会
の
席
で
遠
征
参
加
希
望
者
を
募

っ
た
時
、
い
ち
早
く
手
を
上
げ
た
一
人

だ
っ
た
。
こ
の
遠
征
は
残
念
な
が
ら
敗

退
と
い
う
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
れ
が
名
塚
の
海
外
へ
の
第
一
歩

だ
っ
た
。

帰
国
し
て
、
す
ぐ
に
名
塚
達
に
連
絡

を
と
り
再
挑
戦
を
迫
っ
た
が
い
い
返
事

を
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
も
駄

目
だ
と
言
う
。
「
登
れ
な
い
で
す
よ
」
。

す
げ
な
い
返
事
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
す
ぐ
に
海
外
で
は
な
か
っ

た
が
、
ミ
ヤ
マ
の
佐
藤
氏
等
と
登
っ
た

丸
山
東
壁
以
後
、
海
外
登
山
へ
と
進
ん

で
い
っ
た
。

植
村
直
己
物
語
で
の
サ
ガ
ル
マ
ー
タ

か
ら
、
カ
ン
チ
・
K
2
・
冬
期
サ
ガ
ル

マ
ー
タ
南
西
壁
な
ど
九
座
十
度
の
八
〇

〇
〇
m
峰
登
頂
を
成
し
遂
げ
、
ブ
ラ
ン

ク
後
十
四
座
完
登
を
目
指
し
て
の
再
挑

戦
で
あ
っ
た
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
逝
っ

て
し
ま
っ
た
。
残
念
で
な
ら
な
い
。

今
は
た
だ
、
名
塚
よ
安
ら
か
な
れ
と

祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。
合
掌
。
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まんぐ畠山

こ
の
度
の
、
会
員
名
塚
秀
二
　
（
轄
馬

県
山
岳
連
盟
理
事
長
）
　
遭
難
事
故
に
際

し
ま
し
て
は
、
群
馬
県
山
岳
連
盟
の
関

係
者
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
山
岳
協

会
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
ま
た
名
塚
の

登
山
を
通
し
て
関
係
す
る
多
数
の
皆
様

に
は
大
変
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
遺
体
収
容
に
際
し

て
は
、
山
本
隊
員
に
再
度
現
場
に
戻
っ

て
も
ら
い
指
揮
を
お
願
い
し
遺
骨
も
日

本
に
帰
る
こ
と
が
出
来
、
十
一
月
七
日

に
は
多
く
の
皆
様
の
ご
会
葬
の
下
、
無

事
葬
儀
も
済
ま
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
事
故

報
告
と
し
て
時
系
列
を
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

登
山
隊
は
9
月
1
日
に
関
西
国
際
空

港
よ
り
出
国
。
イ
ラ
ク
で
の
ネ
パ
ー
ル

人
人
質
殺
害
事
件
に
呼
応
し
て
発
生
し

た
暴
動
に
よ
り
、
9
月
2
日
か
ら
9
月

5
日
の
間
、
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
に
外
出

禁
止
令
が
発
令
さ
れ
た
為
、
隊
荷
準
備
、

官
公
庁
へ
の
登
山
申
請
が
遅
れ
、
予
定

よ
り
三
日
遅
れ
の
9
月
9
日
に
カ
ト
マ

ン
ズ
出
発
　
（
陸
路
）
、
同
1
0
日
よ
り
キ

ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
。

9
月
1
6
日
　
馴
化
B
C
（
四
三
〇
〇
m
）

設
営

9
月
2
3
日
　
A
B
C
　
（
四
九
〇
〇
m
）

設
営

9
月
2
8
日
　
C
l
（
五
三
〇
〇
m
）
設

営1
0
月
6
日
　
C
2
（
六
六
〇
〇
m
）
設

営1
0
月
9
日
（
事
故
前
日
）
　
C
3
　
（
七
三

〇
〇
m
）
　
へ
の
ル
ー
ト
工
作
の
為
、
サ

ー
ダ
ー
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ェ
ル
パ
は

C
2
　
（
六
六
〇
〇
m
）
　
に
滞
在
。

名
塚
・
西
村
隊
員
は
C
l
（
五
三
〇

〇
m
）
に
お
い
て
休
養
、
佐
藤
・
山
本

隊
員
は
C
l
～
C
2
間
の
高
度
馴
化
、

及
び
C
2
ま
で
の
C
3
用
装
備
の
荷
揚

げ
を
行
う
。

1
0
月
1
0
日
　
（
事
故
当
日
）
　
名
塚
・
西

村
・
山
本
隊
員
は
、
翌
1
1
日
に
行
う

C
3
設
営
の
た
め
に
C
2
に
て
滞
在
予

定
。
佐
藤
隊
員
は
、
C
l
～
C
2
間
の

高
度
馴
化
の
た
め
、
前
日
よ
り
続
く
快

晴
の
天
気
の
中
、
早
朝
よ
り
登
山
を
開

始
し
た
。

1
1
時
0
0
分
頃
　
標
高
六
二
〇
〇
m

～
六
三
〇
〇
m
付
近
を
登
山
中
（
名
塚
、

山
本
、
佐
藤
、
西
村
の
順
）
　
に
、
上
部

氷
河
の
セ
ラ
ッ
ク
崩
壊
に
よ
り
発
生
し

た
大
型
雪
崩
に
、
隊
員
四
名
全
員
が
巻

き
込
ま
れ
た
。
そ
の
直
後
よ
り
周
辺
を

捜
索
す
る
が
、
佐
藤
・
名
塚
隊
員
が
行

方
不
明
。
日
時
4
0
分
に
西
村
・
山
本

隊
員
は
関
係
各
所
へ
の
連
絡
の
た
め
、

A
B
C
　
〈
四
九
〇
〇
m
）
　
ま
で
の
下
山

を
開
始
。

下
山
途
中
、
標
高
五
八
〇
〇
m
付
近

の
雪
崩
の
流
路
上
に
、
佐
藤
・
名
塚
隊

員
が
倒
れ
て
い
る
の
を
発
見
。
1
2
時
3
0

分
に
山
本
が
二
名
の
死
亡
を
確
認
後
、

西
村
は
衛
星
電
話
と
無
線
で
事
故
連
絡

を
直
ち
に
行
う
た
め
、
A
B
C
に
向
け

て
下
山
。
山
本
は
、
周
辺
の
中
で
は
比

較
的
安
全
な
場
所
に
遺
体
を
移
動
仮
固

定
し
、
散
乱
し
た
遺
品
を
回
収
後
、
同

じ
く
A
B
C
へ
下
山
。
事
故
後
、
C
2

（
六
六
〇
〇
m
）
　
よ
り
下
山
し
た
サ
ー

ダ
ー
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ェ
ル
パ
と
と

も
に
遺
体
収
容
の
可
否
、
対
応
を
協
議
。

※
　
1
0
日
午
後
6
時
5
0
分
、
事
故
第

一
報
が
前
橋
に
入
る
　
（
会
長
小
泉
宅
）
。

1
0
月
日
日
　
西
村
は
関
係
各
所
へ
の

連
絡
及
び
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
た

め
に
A
B
C
に
て
待
機
。
山
本
及
び
ネ

パ
ー
ル
人
ス
タ
ッ
フ
三
名
は
二
遺
体
の

収
容
の
為
、
遺
体
仮
収
容
場
所
に
向
か

う
が
、
悪
天
と
再
度
の
大
型
雪
崩
に
あ

い
、
搬
送
機
材
の
ほ
と
ん
ど
を
流
失
、

ま
た
、
周
辺
か
ら
絶
え
ず
雪
崩
が
発
生

す
る
状
況
と
な
り
、
収
容
隊
の
二
重
遭

難
を
避
け
る
為
、
遺
体
の
収
容
を
断
念

し
、
一
旦
A
B
C
ま
で
下
山
。

1
0
月
1
2
日
　
終
日
降
雪
の
た
め
、
A
B

C
及
び
馴
化
B
C
に
て
全
員
待
機
。
大

量
の
降
雪
の
為
、
登
山
隊
の
み
で
の
二

遺
体
の
収
容
を
断
念
す
る
。
馴
化
B
C
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10月20日事故現場周辺（5，400m付近より撮影）

1
0
月
1
3
日
　
A
B

C
周
辺
で
は
晴
天

で
は
あ
っ
た
か
、

雪
は
安
定
し
て
お

ら
ず
A
B
C
　
（
四

九
〇
〇
m
）
　
か
ら

上
部
へ
も
馴
化
B

C
（
四
三
〇
〇
m
）

へ
も
動
く
に
は
雪

崩
の
危
険
性
が
高

す
ぎ
る
と
判
断
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
作

り
、
待
機
態
勢
に

入
る
。
（
馴
化
B
C

も
隊
荷
整
理
を
行

い
、
待
機
態
勢
に

入る。）※
　
名
塚
好
子
、

か
ら
の
物
資
補
給
前
で
の
悪
天
で
あ
っ

た
為
、
A
B
C
の
残
燃
料
、
残
食
料
が

数
日
分
、
馴
化
B
C
周
辺
も
大
量
の
降

雪
と
の
無
線
連
絡
あ
り
。
通
常
三
日
間

程
度
で
到
達
で
き
る
一
番
近
い
レ
テ
の

町
ま
で
は
、
隊
の
共
同
装
備
を
放
棄
し

必
要
最
低
限
の
装
備
で
好
天
の
な
か
で

下
山
す
る
と
し
て
も
一
週
間
程
度
は
か

か
る
と
予
測
さ
れ
：
ネ
パ
ー
ル
人
ス
タ

ッ
フ
を
含
め
全
員
が
危
機
的
状
況
下
に

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
為
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
救
助
を
要
請
。
A
B
C

（
四
九
〇
〇
m
）
　
に
お
い
て
約
一
～
一
・

五
m
の
降
雪
。
（
F
I
X
ロ
ー
プ
、
竹

の
進
路
標
識
が
す
べ
て
埋
ま
る
）

名
塚
（
兄
）
、
小
泉

の
三
名
ネ
パ
ー
ル
へ
入
国
す
る
。
春
日

井
山
岳
会
の
佐
藤
夫
人
子
供
二
人
、
永

田
、
大
窪
の
五
名
も
一
緒
に
入
国
。

1
0
月
1
4
日
　
早
朝
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
待
機
す
る
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
悪
天
の

為
、
飛
行
不
可
の
連
絡
。
A
B
C
は
昼

前
よ
り
悪
天
。
キ
ャ
ン
プ
を
再
設
営
、

再
び
待
機
に
入
る
。
約
〇
・
三
m
の
降

雪。1
0
月
1
5
日
　
早
朝
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

飛
来
、
馴
化
B
C
及
び
A
B
C
の
人
員
、

装
備
を
収
容
、
ポ
カ
ラ
通
過
後
、
カ
ト

マ
ン
ズ
到
着
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
ご
遺

族
及
び
日
本
か
ら
の
遭
難
対
策
関
係
者

と
面
会
（
ホ
テ
ル
会
議
室
）
、
事
故
の
状

況
に
つ
い
て
説
明
。
遺
体
収
容
に
関
し

て
対
応
を
協
議
。
そ
の
後
隊
員
二
名

（
西
村
、
山
本
）
　
は
健
康
状
態
の
診
察
を

受
け
、
医
師
の
診
断
に
よ
り
西
村
は
再

入
山
を
禁
止
さ
れ
る
。

1
0
月
1
6
日
　
遺
体
の
収
容
に
関
し
て
、

ご
遺
族
の
意
思
を
確
認
後
、
日
本
の
対

策
本
部
に
そ
の
旨
を
伝
え
、
遺
体
収
容

の
作
業
に
関
す
る
取
り
決
め
事
項
を
文

書
で
確
認
の
後
、
再
入
山
の
了
承
を
得

る。1
0
月
1
7
日
　
遺
体
収
容
隊
を
結
成
（
山

本
、
ネ
パ
ー
ル
人
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ェ

ル
パ
人
名
、
コ
ッ
ク
一
名
）
、
隊
荷
準
備
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ご
遺
族
と
と
も
に
ポ

カ
ラ
へ
移
動
　
（
名
塚
好
・
名
塚
兄
・
小

泉
・
佐
藤
親
子
・
永
田
）

1
0
月
1
8
日
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
ポ
カ
ラ

よ
り
A
B
C
〈
四
九
〇
〇
m
）
　
に
入
山
。

キ
ャ
ン
プ
設
営
。
装
備
の
準
備
（
A
B

C
へ
の
荷
揚
げ
に
ヘ
リ
は
二
往
復
す
る
）

※
　
ご
遺
族
他
八
名
は
ポ
カ
ラ
に
戻

る
三
回
目
の
フ
ラ
イ
ト
で
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
北
面
の
事
故
現
場
を
上
空
か
ら
確
認

する。
1
0
月
1
9
日
　
深
夜
よ
り
行
動
開
始
す

る
が
、
深
雪
の
為
、
行
動
は
か
ど
ら
ず
、

ト
レ
ー
ス
を
つ
け
る
だ
け
で
A
B
C
か

ら
C
l
　
（
五
三
〇
〇
m
）
　
ま
で
到
達
。

搬
送
資
材
を
C
l
に
デ
ポ
し
、
全
員
A

B
C
に
下
山
。

※
　
名
塚
兄
・
佐
藤
親
子
・
小
泉
・

西
村
は
葬
儀
の
お
寺
と
茶
毘
に
付
す
る

場
所
を
確
認
し
に
出
か
け
る
。

※
　
夜
の
直
行
便
に
て
ネ
パ
ー
ル
出

国
　
（
名
塚
兄
・
小
泉
・
佐
藤
子
供
二
人

の
四
名
）
。
機
体
の
ト
ラ
ブ
ル
で
離
陸

後
ま
た
カ
ト
マ
ン
ズ
に
戻
る
。
別
の
飛

行
機
に
乗
り
換
え
上
海
経
由
で
関
空
に

向
か
う
が
台
風
の
為
ほ
と
ん
ど
日
本
の

上
空
よ
り
ま
た
上
海
に
戻
る
。
日
本
着

は
2
1
日
夕
方
と
な
る
。

1
0
月
2
0
日
　
早
朝
よ
り
行
動
。
1
1
時

5
0
分
に
隊
員
（
山
本
、
シ
ェ
ル
パ
五
名
）

が
遺
体
仮
収
容
場
所
　
（
五
八
〇
〇
m
）

到
着
。
ゾ
ン
デ
棒
感
触
に
よ
っ
て
積
雪

二
～
二
・
五
m
下
に
二
遺
体
を
確
認
、

掘
り
出
し
後
、
搬
送
。
日
暮
れ
ま
で
に

C
l
　
（
五
三
〇
〇
m
）
　
下
の
標
高
五
〇

〇
〇
m
地
点
ま
で
下
ろ
す
。

1
0
月
2
1
日
　
標
高
五
〇
〇
〇
m
地
点
よ

り
、
A
B
C
ま
で
二
遺
体
を
収
容
。
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
。

1
0
月
2
2
日
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
来
。
ポ

カ
ラ
の
警
察
立
会
い
の
検
視
確
認
後
、

隊
員
と
と
も
に
カ
ト
マ
ン
ズ
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
搬
送
。
病
院
に
て
こ
遺
族
と

対面。
1
0
月
2
3
日
　
ネ
パ
ー
ル
の
全
国
的
な
休

日
の
ダ
サ
イ
ン
大
祭
の
期
間
中
　
（
1
0
月

1
5
日
～
2
5
日
）
　
の
為
、
祭
日
期
間
中
に

使
用
可
能
な
葬
儀
会
場
の
手
配
。
葬
儀
、

茶
毘
等
の
打
ち
合
わ
せ
。
御
棺
、
供
花

等
の
準
備
。

1
0
月
2
4
日
　
カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
の
ソ
ー

ヤ
ン
ブ
ナ
ー
ト
寺
院
、
ア
ナ
ン
ダ
ク
ッ

テ
ィ
ビ
ハ
ー
ル
葬
儀
場
に
お
い
て
故
佐

藤
理
雄
氏
、
故
名
塚
秀
二
氏
の
葬
儀
。

ご
遺
族
の
見
守
る
中
、
同
所
近
く
に
お

い
て
茶
毘
に
付
す
。

1
0
月
2
5
日
　
ネ
パ
ー
ル
の
全
国
的
な
休

日
の
ダ
サ
イ
ン
大
祭
の
最
終
日
の
為
、

官
公
庁
は
休
日
。
死
亡
証
明
書
の
申
請

に
必
要
な
書
類
等
の
事
前
準
備
。
登
山

隊
の
現
地
購
入
装
備
の
代
金
等
の
清
算
。

1
0
月
2
6
日
　
ネ
パ
ー
ル
観
光
省
へ
死
亡

証
明
書
の
申
請
、
登
山
終
了
の
報
告
書

を
提
出
。
日
本
大
使
館
へ
骨
壷
の
封
印

を
申
請
　
（
機
内
持
ち
込
み
時
の
保
安
検

査
を
避
け
る
為
）
。
事
故
報
告
書
を
提

出。1
0
月
2
7
日
　
ご
遺
族
（
佐
藤
、
名
塚
夫

人
）
ご
遺
骨
と
と
も
に
ネ
パ
ー
ル
出
国
。

死
亡
証
明
書
の
受
け
取
り
。

1
0
月
2
8
日
　
登
山
隊
関
係
各
所
、
官
公

庁
へ
の
登
山
終
了
の
諸
手
続
き
を
行
う
。

ご
遺
族
帰
国
　
（
小
泉
・
湯
沢
夫
婦
・
金

子
成
田
空
港
へ
出
迎
え
）

1
0
月
2
9
日
　
登
山
隊
の
隊
荷
整
理
、
経

費
清
算
、
借
用
装
備
品
の
返
却
及
び
リ

ス
ト
の
作
成
。

1
0
月
5
0
日
　
西
村
、
山
本
隊
員
、
遭
難

対
策
関
係
者
：
ネ
パ
ー
ル
出
国
。

1
0
月
3
1
日
　
西
村
、
山
本
隊
員
、
遭
難

対
策
関
係
者
、
帰
国
。

日
月
7
日
　
改
名
塚
秀
二
（
登
撃
隊
長
）

葬儀。
日
月
1
4
日
　
故
佐
藤
理
雄
〈
登
山
隊
長
）

葬
儀こ

の
時
系
列
は
登
山
隊
の
報
告
書
に

一
部
加
筆
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

又
添
付
の
図
や
写
真
は
山
本
隊
員
に
よ

る
も
の
で
す
。
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まんぐ畠山

群
馬
岳
連
登
山
指
導
部

登
山
事
故
防
止
、
と
り
わ
け
中
高
年

登
山
者
の
事
故
防
止
と
、
如
何
に
余
裕

を
持
ち
な
が
ら
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
か
を
目
標
に
、
今
年
度
も
恒
例

の
登
山
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
登
山
教

室
の
担
当
を
日
向
野
さ
ん
か
ら
引
き
継

ぎ
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
ふ
ま
え
な
が

ら
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
す
る
年
と
な
っ

た
。
担
当
者
で
仕
事
分
担
を
し
な
か
ら

取
り
組
む
中
、
参
加
希
望
者
も
例
年
並

み
と
な
り
、
大
過
な
く
再
出
発
が
で
き

た
よ
う
で
あ
る
。

今
回
は
、
指
導
員
資
格
更
新
を
控
え

て
例
年
以
上
の
数
の
指
導
員
の
助
っ
人

が
あ
り
、
講
習
内
容
の
幅
が
広
が
っ
た
。

ま
た
、
榛
名
山
で
は
四
班
が
そ
れ
ぞ
れ

別
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
各
班
長
を
中
心

に
工
夫
を
こ
ら
し
た
実
技
講
習
が
行
わ

六
十
五
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
か
、

五
十
八
名
の
方
が
参
加
し
た
。
毎
回
出

席
率
は
か
な
り
高
く
、
全
回
出
席
で
修

了
証
を
獲
得
さ
れ
た
方
は
四
十
三
人
と

な
っ
た
。
申
し
込
み
の
平
均
年
齢
は
五

十
五
歳
、
最
高
年
齢
は
七
十
歳
、
最
少

年
齢
二
十
九
歳
、
男
性
三
十
七
名
、
女

性
二
十
八
名
で
あ
っ
た
。

課
題
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
と
思
う
が
次
回
へ
の
課
題
と
し

たい。
①
募
集
方
法
　
上
毛
新
聞
へ
の
掲
載
が

申
込
み
締
め
切
り
の
数
日
前
と
な
り
、

応
暮
し
に
く
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、
来
年
度
の
要
項

郵
送
用
の
返
信
用
封
筒
を
、
閉
会
式
で

十
一
人
の
方
か
ら
預
か
っ
た
。

②
講
習
内
容
　
昨
年
度
は
尾
瀬
で
の
一

泊
二
目
の
実
技
が
あ
っ
た
か
、
今
回
は
、

宿
泊
実
技
講
習
は
計
画
し
な
か
っ
た
。

隔
年
程
度
で
入
れ
て
い
く
の
か
適
当
か

も
し
れ
な
い
。

③
実
習
地
　
実
技
講
習
に
適
し
た
山
の

条
件
は
多
々
あ
る
中
、
榛
名
山
は
講
習

し
や
す
か
っ
た
。
条
件
と
し
て
は
、
県

内
各
地
か
ら
遠
く
な
く
、
三
～
四
コ
ー

ス
が
取
れ
、
読
図
練
習
の
し
や
す
い
地

形
等
が
あ
る
が
、
山
域
を
変
え
な
が
ら

こ
れ
ら
を
十
分
に
満
た
す
と
こ
ろ
を
毎

年
確
保
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

④
班
分
け
　
初
め
て
の
参
加
者
を
中
心

と
し
な
が
ら
も
、
複
数
回
参
加
者
に
も

魅
力
の
あ
る
講
習
会
と
す
る
工
夫
が
必

要
で
あ
る
。

内
　
容

9
月
7
日
　
（
火
）
　
開
講
式
・
講
義

「
地
図
の
読
み
方
・
コ
ン
パ
ス
の
使

い方」
講
師
　
新
井
・
日
向
野

9
月
1
2
日
　
（
日
）
　
登
山
実
技

「
掃
部
ケ
岳
・
ニ
ッ
岳
・
天
目
山
」

9
月
1
4
日
　
（
火
）
　
講
義

「
天
気
の
読
み
方
」

講
師
　
山
田
・
鹿
田

1
0
月
3
日
　
（
日
）
　
登
山
実
技

雨
天
の
た
め
北
毛
青
年
の
家
体
育
館

に
て
座
学

1
0
月
5
日
　
（
火
）
　
講
義
・
開
講
式

「
安
全
登
山
と
事
故
へ
の
対
応
」

講
師
　
町
田
　
「
修
了
証
交
付
」

田
中
　
　
弘
　
（
群
馬
む
す
び
の
会
）

日
向
野
克
己
　
（
高
体
連
）

町
田
　
幸
男
　
（
太
田
山
岳
会
）

源
　
（
大
間
々
山
岳
会
）

講
　
師

吉
田
　
直
人

中
原
　
正
喜

鹿
田
　
雄
三

清
水
　
大
志

高
橋
　
守
男

出
雲
　
清
己

結
城
　
雅
則

佐
藤
　
光
由

久
保
田
一
美

新
井
　
好
司

対
比
地
　
昇

班
順
　
　
◎
は
班
長

（
墳
町
山
の
会
）
　
◎

（
轄
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

（高体連）

（
轄
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

（
高
体
連
）
　
　
◎
総
務

（
伊
勢
崎
ハ
イ
キ
ン
グ
協
会
）

（
辞
馬
登
商
会
）

（
辞
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
）

（
太
田
山
岳
会
）
　
◎
受
付

山
田

登
坂

寺
田

岡

精
一

巌勉
重
雄

（高体連）

（高体連）

（高体連）

（高体連）

（
太
田
山
岳
会
）

（高体連）

◎
事
務

会
計
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まんぐ畠山

「
関
東
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
競
技
会
」
　
と
聞
い
て
、
「
あ
の
競
技
会

の
こ
と
か
」
　
と
わ
か
る
人
が
岳
連
内
に

ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
は
い
な
い
と
思
う
が
、
こ
の

競
技
会
も
今
年
で
六
回
目
で
あ
る
。

関
東
地
区
一
都
六
県
の
代
表
が
、
四

部
門
で
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技
を
競
い
合

う
大
会
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
十
一
月
七
日
に
山
梨
岳

連
主
催
で
開
か
れ
た
競
技
会
を
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
部
三
名
、
国
体
部
一
名
で
見

学
に
行
っ
て
き
た
。
本
年
十
七
年
の
主

催
は
鞋
馬
岳
連
。
大
会
の
模
様
や
運
営

に
つ
い
て
参
考
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

会
場
は
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
南

に
位
置
す
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
場
。
宝
く

じ
基
金
で
一
億
四
千
万
円
を
か
け
て
造

ら
れ
、
屋
内
に
は
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
及
び
ポ
ル
ダ
ー
壁
、
屋
外
に
は

高
さ
1
5
m
の
人
工
壁
の
あ
る
建
物
で

あ
る
。
競
技
は
こ
の
屋
外
人
工
壁
で
行

わ
れ
た
。
横
幅
1
0
m
の
壁
は
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
社
の
も
の
で
、
片
側
半
面
が
フ
ラ
ン

ス
製
、
も
う
半
面
が
日
本
製
。
競
技
用

ル
ー
ト
は
、
こ
の
壁
を
半
分
ず
つ
使
い

二
本
造
ら
れ
た
。
高
さ
1
5
m
の
壁
は
三

段
に
分
か
れ
、
二
段
目
と
三
段
目
の
壁

の
傾
斜
を
自
由
に
変
え
ら
れ
る
と
い
う

す
ぐ
れ
も
の
。
壁
面
は
、
自
然
の
岩
の

よ
う
に
作
ら
れ
た
F
R
P
で
、
コ
ン
パ

ネ
の
よ
う
に
無
数
に
ホ
ー
ル
ド
が
取
り

付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
取
り
付
け

位
置
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
競
技
会
用

の
壁
と
し
て
は
高
さ
も
充
分
に
あ
り
、

壁
の
傾
斜
を
変
え
る
こ
と
で
難
易
度
も

変
え
ら
れ
る
と
い
う
最
適
の
壁
で
あ
る
。

競
技
は
、
少
年
男
子
、
少
年
女
子
、

成
年
男
子
、
成
年
女
子
の
四
部
門
で
行

わ
れ
る
。
午
前
中
に
少
年
男
子
予
選
、

少
年
女
子
決
勝
、
成
年
女
子
決
勝
が
行

わ
れ
、
ル
ー
ト
セ
ッ
ト
の
時
間
を
は
さ

ん
で
午
後
に
少
年
男
子
決
勝
、
成
年
男

子
決
勝
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
の
様
子

を
見
る
と
、
同
じ
関
東
地
区
で
も
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
る
県
と
、

そ
う
で
な
い
県
と
の
差
が
顕
著
に
見
ら

れ
た
。
選
手
五
十
六
名
の
中
、
弾
馬
か

ら
は
二
名
が
欠
場
し
、
少
年
男
子
の
堀

込
悟
君
た
だ
一
人
の
出
場
で
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
予
選
を
一
位
で
通
過
し
、

決
勝
に
進
ん
だ
堀
込
君
の
健
闘
を
称
え

たい。競
技
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
競
技
副

委
員
長
に
聞
く
と
「
場
所
は
あ
る
の
で
、

日
時
さ
え
決
ま
れ
ば
あ
と
は
ス
ム
ー
ズ

に
行
き
ま
す
よ
」
　
と
の
こ
と
。
役
員
は

総
勢
四
十
六
名
、
競
技
会
に
は
不
慣
れ

な
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も
滞
り
な
く
役

目
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
れ
は
私
達
に

も
言
え
る
こ
と
で
、
ビ
レ
ー
ヤ
の
確
保

と
事
前
の
講
習
会
そ
の
他
競
技
会
を
支

え
る
役
員
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

轄
馬
で
主
催
す
る
際
の
一
番
の
問
題

は
、
会
場
を
ど
こ
に
す
る
か
、
で
あ
る
。

競
技
会
を
行
う
に
は
、
高
さ
1
0
m
以
上

の
壁
が
必
要
で
あ
る
が
、
弾
馬
県
内
に

は
そ
ん
な
人
工
壁
の
あ
る
施
設
は
な
い
。

唯
一
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
、
ウ
ォ
ー

ル
ス
ト
リ
ー
ト
で
も
高
さ
は
5
m
ほ
ど
。

こ
の
壁
に
競
技
用
ル
ー
ト
を
ど
う
設
定

す
る
か
、
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

轄
馬
で
の
開
催
に
は
、
恵
ま
れ
た
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
持
つ
他
県
と

は
違
っ
た
「
壁
」
　
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

群
馬
岳
連
遭
難
対
策
部
長

轄
馬
岳
連
の
平
成
十
六
年
度
の
冬
山

合
宿
が
左
記
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
し

た。
合
宿
を
計
画
し
た
会
は
七
つ
の
会
で
、

十
二
パ
ー
テ
ィ
で
し
た
。

太
田
山
岳
会
　
霞
沢
根
（
2
名
）

爺
ケ
岳
　
（
5
名
）

鹿
島
槍
ヶ
岳
　
（
2
名
）

大
間
々
山
岳
会

硫
黄
尾
根
（
2
名
）

北
鎌
尾
根
（
2
名
）

大
境
岳
　
（
4
名
）

桐
生
山
岳
会
　
八
ヶ
岳
　
（
4
名
）

撹
町
山
の
会
　
谷
川
岳
　
（
3
名
）

沼
田
山
岳
会
　
谷
川
岳
　
（
7
名
）

八
ヶ
岳
　
（
6
名
）

前
橋
山
岳
会
　
槍
ヶ
岳
　
（
3
名
）

松
井
田
山
岳
会
　
八
ヶ
岳
　
（
6
名
）

以
上
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
初
の
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
た

の
は
、
太
田
の
槍
ヶ
岳
北
鎌
尾
根
と
沼

田
の
八
ヶ
岳
、
前
橋
の
槍
ヶ
岳
、
松
井

田
の
八
ヶ
岳
の
み
で
、
社
会
情
勢
の
変

化
で
長
期
の
休
み
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、

メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
等
の
力
不
足
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

何
と
か
こ
の
一
年
力
を
付
け
て
、
将

来
、
よ
り
困
難
に
立
ち
向
か
う
合
宿
が

出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
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まんぐ畠山

も
う
大
分
昔
に
高
体
連
の
先
輩
か
ら
、

氷
登
り
講
習
会
に
行
っ
て
み
な
い
か
と

誘
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
は
、

氷
の
世
界
な
ど
恐
れ
多
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
海
外
登
山
の
話
が
持
ち

上
が
り
、
そ
の
訓
練
の
一
環
と
し
て
三

回
ば
か
り
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

最
初
の
9
2
年
の
時
は
田
中
成
幸
氏
に

指
導
を
頂
い
た
。
9
4
年
は
谷
川
岳
遭
難

救
助
隊
長
の
馬
場
氏
も
見
え
て
い
た
。

9
5
年
に
は
故
星
野
龍
史
氏
に
も
教
え
て

も
ら
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
成
果
も
実
り
、
9
7
年
の

海
外
登
山
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
氷
壁
講
習
会
と

も
縁
遠
く
な
っ
て
い
た
が
、
退
職
も
近

づ
き
大
い
に
山
に
入
れ
る
境
遇
に
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
、
再
び
岳
連
の
講
習

会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
技
術
力
ア
ッ

プ
を
図
ろ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

駐
車
場
に
着
き
準
備
を
し
た
後
、
本

日
の
講
師
で
あ
る
岳
連
副
会
長
の
田
中

成
幸
氏
よ
り
挨
拶
を
頂
く
。
今
日
の
天

気
は
積
も
っ
た
雪
が
時
折
の
強
風
に
舞

っ
た
り
し
て
い
る
が
、
青
空
に
白
い
山

肌
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
氷
壁
ま
で
は
約
三
十
分
の

歩
行
が
あ
る
。

気
温
は
低
い
の
に
や
は
り
汗
を
か
く
。

松
木
沢
周
辺
は
あ
ま
り
植
物
の
な
い
荒

々
し
い
迫
力
あ
る
岩
肌
が

我
々
を
迎
え
て
く
れ
て
い

る
。
見
る
と
そ
こ
に
は
、

し
っ
か
り
と
凍
っ
た
氷
壁

が
迫
っ
て
い
る
。
早
速
、

初
級
コ
ー
ス
と
中
・
上
級

コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。
私

は
一
応
四
回
目
と
言
う
こ

と
で
後
者
の
班
に
入
れ
ら

れ
た
。
講
師
は
そ
れ
ぞ
れ

阿
部
源
氏
と
田
中
成
幸
氏

が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
武
井
幸

「もー
1
、
1
i
上
菅

一
氏
・
久
保
田
一
美
氏
及
び
角
田
守
氏

・
田
島
崇
行
氏
が
務
め
る
。
最
初
、
講

師
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
や
注
意
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
氷
壁
の
下
部
で
、
早
速
、
そ

の
内
答
を
訓
練
す
る
。

次
に
角
田
氏
と
田
島
氏
が
ラ
ン
ニ
ン

グ
ビ
レ
イ
を
と
り
な
か
ら
リ
ー
ド
で
登

っ
て
ゆ
く
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方

が
高
価
な
最
新
の
ア
イ
ス
ス
ク
リ
ュ
ー

を
何
本
も
所
有
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

氷
壁
専
用
の
ア
イ
ゼ
ン
や
シ
ャ
ル
レ
、

ブ
ラ
ッ
ク
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
最
新
の
ア

イ
ス
パ
イ
ル
や
そ
の
他
多
く
の
用
具
を

揃
え
て
い
る
。
私
が
所
属
す
る
高
体
連

の
方
達
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
め
い
め

い
が
登
り
始
め
る
。
ア
イ
ス
パ
イ
ル
が

気
持
ち
よ
く
氷
壁
に
刺
さ
り
、
ア
イ
ゼ

ン
を
力
強
く
蹴
り
込
み
登
る
。
時
折
、

大
小
の
氷
片
が
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
立
て

て
落
ち
て
ゆ
く
。
「
ラ
ク
‖
」
　
と
大
声

で
叫
び
、
下
の
人
達
に
注
意
を
促
す
。

緊
張
す
る
一
瞬
だ
。
そ
ん
な
こ
と
に
め

げ
ず
に
更
に
登
撃
を
続
け
る
。
時
折
舞

う
雪
混
じ
り
の
寒
風
の
中
、
参
加
者
の

心
意
気
だ
け
が
熱
く
燃
え
て
い
る
。
全

員
が
登
る
と
、
更
に
上
部
に
次
の
氷
壁

が
待
っ
て
い
る
。
や
は
り
角
田
氏
と
田

島
氏
が
ル
ー
ト
を
開
く
。
今
度
は
二
組

に
分
か
れ
、
一
組
は
同
じ
く
ト
ッ
プ
ロ

ー
プ
で
、
も
う
一
組
は
固
定
さ
れ
た
い

く
つ
も
の
支
点
に
掛
け
ら
れ
た
メ
ン
テ

ヤ
ク
に
ザ
イ
ル
を
通
し
な
が
ら
登
る
。

岳
連
の
有
望
な
若
手
が
果
敢
に
挑
む
。

幾
多
の
試
練
に
遭
遇
し
、
多
く
の
逸
材

を
失
っ
て
き
た
辞
馬
岳
連
で
あ
る
が
、

明
日
を
担
う
後
継
者
が
着
実
に
育
っ
て

き
て
い
る
の
を
強
く
感
じ
た
。

登
撃
の
途
中
で
も
、
講
師
の
熱
心
で

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
掛
か
る
。
有
り

難
い
こ
と
で
あ
る
。

気
が
付
く
と
昼
食
の
時
間
も
な
く
1
5

時
近
く
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
。

一
日
中
青
空
で
最
高
の
天
気
に
恵
ま

れ
、
事
故
や
怪
我
も
な
く
参
加
者
全
員

が
楽
し
い
う
ち
に
技
術
の
飛
躍
が
見
ら

れた。最
後
は
全
員
で
復
習
や
ま
と
め
を
行

い
講
師
に
熱
心
な
質
問
を
す
る
。

そ
の
後
用
具
の
返
却
等
を
済
ま
せ
約

三
十
分
の
歩
行
で
車
の
処
に
戻
る
。
そ

こ
で
図
ら
ず
も
茨
城
岳
連
の
方
々
と
会

い
、
親
交
を
深
め
る
。
堰
堤
横
の
駐
車

場
で
閉
会
式
を
行
い
帰
路
に
就
く
。

こ
ん
な
に
も
充
実
し
た
講
習
会
が
毎

年
何
回
も
行
わ
れ
て
い
る
。
内
容
も
氷

壁
の
他
に
岩
登
り
、
沢
登
り
、
雪
山
訓

練
、
登
山
教
室
等
々
豊
富
で
あ
る
。
誰

で
も
参
加
で
き
る
の
も
実
に
有
り
難
い
。

山
岳
会
に
所
属
し
て
い
な
い
一
般
の
方

々
も
、
積
極
的
に
参
加
し
て
よ
り
充
実

し
た
技
術
を
高
め
、
安
全
登
山
を
心
掛

け
な
が
ら
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
山
登
り

が
目
指
せ
る
。
辞
馬
岳
連
の
素
晴
ら
し

さ
と
力
強
さ
を
痛
感
し
た
氷
壁
講
習
会

で
あ
っ
た
。

◆
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会
メ
モ

期
日
　
平
成
十
七
年
二
月
六
日

会
場
　
足
尾
　
松
木
沢

参
加
者
　
3
1
名
　
（
男
2
5
名
、
女
6
名
）
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鴫の店　ドライバ鵜レストラン

ーj欝機器　離　しゝ

利根郡白沢村（国道120号線）　TELS0278°53臆2053

享三：∴：
ヾ単

票ぉぉまつも．

襲診「麗二薮I捗「麗鯵錠I霞園
沼田高上久屋町1231TEL・FAX　0278－23－6802
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高崎八幡霊園
観音山聖地霊園
墓地取扱店

墓石指定店

ノ残　額
32　3－88　6　7
34　3－　0　2　7　0

携帯　090－8725－8456

電話、弱電工事

薮竃灘棚強酸
〒379－2223

伊勢崎市中泉田252

℡　0270－62”2012

詳 �∴菓○○ �� � �������� �撥　　茸撃誓嚢謹露箋譲1 �翠読寧蒋 � � � � 

覆饗紫一 � � � �亀ヽる■多管掌訟　　／ ����� �� � ��� � � � ��魂ii � � � � 
∴∴∴一∵∴ �� � ������������������ �� � 

∴－、∴∴ �｛ィイニ／ ∴；∴ � �� � �������������� ���� � � 
鬱髪鬱緩翳鼻薬発議発露愛 �� ��� � � �� � �� � ��m ��m �●一レ ����� �鰯懇 teも 

磐 

密　　議懇話　　　　　髪　　髪憂鬱覆繋留髭 �警察署一∴i／‾詰一〝一．i了〇七定食を”搾雪野望琴等撃翠警弼警警 ������ ������ �� �一類駿痩燕惣一と磐 ��� ��� 

臓鬱翳 罷姦 ��葦等率 ��� �� �翳 ‾1饗一一 ＼∵言∴ �� ���襲差 畿ヽ 鋳素読我 �� � �∴∴∵∴∴ ��愛妾 　　一〇一一／∴誓蜜、・∵十㌧千言子二言i一・調；∴∴十・勤言、 ��鍬鰐一 � 

三言∴遥一 髪 慾螺 葱義経発議鰹経轡 　ノーゝノ 　裁縫一一鎚滋慾一 、∴小 ��‾饗翳緩慾蟻 　＿∴ ���畷 ／一議 い∴ヾ∴、 ｛が〆〆 潤一一 戦 ���／麗 一軒｝ 掬で鴨 ∴＼∴＼ 〆字．aこ一 一一着ノー 書｛し｝ ∴＼ �ま・－ 惣一一 十一 ∴∴＼ �欝 �懇 一室連 子言∴∵ 滋 �∴∴∵＼言－ ｝諦－ ヽ一意ヽ一 子∴∴ 緩緩蟻 ��認 � � �　雷：：読∴ 薯を ��／霧 �多毛 議緩謙霧親睦謙譲義一 一∴∴：∴一書臆し � �∴十十 ／で竜 �∵子 

（荷）山とスキーの店葎　躍
Drea調ROX

伊勢崎市富子町1819－1

TEL O270－21－8025

FAX　0270－21－8026

本店（山の談話室楼蘭）
伊勢崎市中央町18－8
TEL　0270－25－0272
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平成17年度社団法人日本山岳協会塵藷藷鍾藷の窃鰻轟域

鰭
期間　平成17年4月1日～18年4月1日（中途加入できますが、会費、終期は同じ）

鵜殿共済17年度の補償金額および会費
∴∴t軍書∴一 � � � � � 

死亡S後遺障害 �150万円 �180万円 �200万円 �300万円 �400万円 �1，000万円 

遭難捜索費用 �100万円 �200万円 �200万円 �250万円 �350万円 �500万円 

個人賠償責任 ���1億円 �1億円 �1億円 �1億円 

会費 �￥3，000 �￥5，500 �￥6，200 �￥8，000 �￥11，000 �￥18，000 

平成17年度より高体連所属山岳部員等を対象とした、高校生共済を追加いたします。

上記各基本タイプに入通院のオプションを追加した場合の合計金額は下記のとおりです。

入院（1日につき） ��3，300円 ��3，300円 �3，300円 �3，300円 �3，300円 �3，300円 

通院（1日につき） ��1，000円 ��1，000円 �1，000円 �1，000円 �1，000円 �1，000円 

追加会費 ��￥4，000 ��￥4，000 �￥4，000 �￥4，000 �￥4，000 �￥4，000 

合計金額 ��￥7，000 ��￥9，500 �￥10，200 �￥12，000 �￥15，000 �￥22，000 

特別共済17年度の補償金額及び会費
一一一潮騒 

死亡“後遺障害 �300万円 �300万円 

捜索救助費用 �300万円 �300万円 

個人賠償責任 �1億円 �1億円 

入院（1日につき） �2，000円 �4，000円 

通院（1日につき） ��1，700円 

会費 �￥3，000 �￥6，000 

海外山岳共済の補償金額及び追加会費　　死亡見舞金
”般共済、特別共済共通です。

死亡“後遺障害 ���100万円 

救援者費用 ���500万円 

個人賠償責任 ���1億円 

追加会費 ���￥10，000 

お固い合せ先

（社）日本山岳協会山岳共済事務センタ”月～金10‥00－17‥00（土〇日〃鮎を除く）

〒170－0013　東京都豊島区東池袋3－7－11－707

電話　03°5958－3396　FAX　03－5958－3397　Eメ”ルアドレス　Sangakukyousai＠mbd，OCn．ne。jp



（10）平成17年5月11日　　　　　　　　　　　　　山　岳　ぐ　ん　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第82号

＿　変髪 

萎裟髪菱 ����」一、㌦二 一一ノ∠フ ∴一＼子 ∵∵∴一 �繋 ∴∴∴∴十 一一一∴一”∴ 髪慾謬撥発議 ∴∴∴ �一二年「シヂ′ i→、一－ 一∴∴∴ �　　賓菱蓉読一 　髪覆翳萎 ∵　∴∴ヾ与二 　言∴∴ 　∴∴∴∴∴∴ ∴∴ 　一／‾ノ 　・・願蒙覆蒙謬蒙蒙饗 �∴∴∴一∴∴：∴ 　∴五言 　∴－｛ 　∴∴∴∴ 　∴∴ 

髪／託一 ���薮怒一懇護 憲饗饗綴蓬 澱 ∴∵：∴十 十一「言一十 鬱綴饗綴 �㌧∵∵∴㌧ ∵∴∵ふ∴∴ 一驚燕㌶ ∴ヽ 省一羊｛ 〆裏ごし �　願 事壬：∴「 ∴∵翳や∵∴∴ ∴言∴∴ ��　一言「∴∴∴∵∴∴＼＼ヾ†i｛∴∵ ＝一一一一∴∴∴　∴∴ 　∴∴∴∴∴ 囲露．一・・・・ �愛護姿 議懇話 ＼ 　類題 　諺慕葱掘譲詞髪 　豪家彩 ．毛髪 　∵「 　∴ 言二三三璧∴∴ 

翳饗 �H饗饗饗懇篤 ��一、一i耀 �畿築一　一 〆∠之　嶺 �蕊郁ぷ主宰：∴ ��／怒髪翳翳発議襲鬱懸会議鬱饗欝鬱翳饗饗翳繋瀦饗繊変一 　　　　　　　　　　　‾剛〝．11－饗議 

∴十 ．綴雄畿 �∴「∴： 鰭 ．ii躍 �※綴蜜 一一∴ 怒髪浅発 ∵ �発議饗萎饗翳一 　　撞 　／′ノー′ ∴∵－－「∴∴ ��　　　一㌢一躍露盤藷 　～／一一地一重一 ∴∵子　　：、、∴ 　　　∴∴∴∴ 

ヽ†嶋 醸、■・ 、1，、人∴享子∵∴∴言 一子 愛窪、一 �一懸凝議細波 ���婆 �一‾洛費ン ∴「∴∴ �を多一ノー ∴∴∴ ∵一「∴ ∴∴一一∴ 頚城≡講話蟻醒 一＼∴∵ii∴i∴ ∴＿∴∴ ∴一∴∵∴「：∴ ∴もー∴∴ヽ∴一∴工 �一　　∴∴∴∴十∴∴∴∴∴ 　　　鰯躍 ・・一・一 　　∴一∴∴∴∴∴ 　／ン÷ノ 　∴∴∴∴一言 竃饗懸露 

∴、、－∴ 認閥謡濫謡題轡 �｝◆↓｛一一一一、一一一㌧一一叫一一一山一 も ���妾ら � �∴：∴さま● 　∴∴∴ ∵∴∴一 �∴蛙三十霊二義蕊 

閣圏圏睦慈圏閣閣囲醗‾閻圏閻一国圏醒圏 
鱗茎髪　　　　競業 　　　一高　　墾覇髪獲諺 　　　　転溌諒轢褐診 �������ぅ毒 　　　　；養 　　　　子ヽ 　　　　　　　二重 　　緑 

恭落雪黒蜜雪国高書‾鍵盤詫憩羅‾誓書海田専ノ享∵言霧肇坪　窮∵寵，一言liJ∴漂謹謙撥磯鶏競∴藍遮藍子磁謙譲擬詰寄声毛㌍欝謹豊壌鮭詩議議密告∴∵∵亨∴高　　一i瀾彊鼻緒轟∴易　　　つ・1 
裳 　覿蕊貯弊∴溜駄 　緩 ブ　タ 　綴 �����饗宴 　　　　真理 　　　　　1， 測回覧 　　書 棚容　　態　　　懇書南 国　匝　護　録　露醗歴闘題 　　　　　タ一 事pi 

‾罷議題藷藷謡露認題題額畷畷懇願懸撼懸懸闘闘 ���� � ��怨霊手　　工虚し髭露霊喜」由恵蕃攫壷轟蟻 �疑義∴議鵜霊製麺露翳弼鷺琴誓願iO誓圏撥震薫逐語霊緩・il。－　8 
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寓屋建設グル■プ 

歴史、信用、技術をもって、21世紀の人間と環境を考える。 　　　　総合建設業 

〇　寓屋建設株式会社 
会　長　星　野　　光 

園本社　群馬県沼田市上原町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371 

■支 ��店　東京都豊島区東； �����也袋4－2－7　　TEL03－3985－7631　　　FAX03－3982－5964 

群馬県公安委員会指定（公認 � 

、県沼 �株エ 田市横塚 �会社　沼田自動車教 �刃所 町1088－13　TELO278ゼ4－4811F �0278ゼ3－7960： 

有 �昭 �禾 �口÷ 発 露露 �ヽ �ル 田市 18 �石油特 丸寓 上原町1∴ 画題麗護 �打席　　　　　　　　　日本 �業規格表示許可工場 油　　　　建設 �コン株式会社 
群l �馬県 ����56　　　　　　　　　本　　社　沼田 �上久屋2338－1　　TELO278－24－3111 

TELO �27 �8一 �23－ ����20－41－0018　　　　大楊工場　利根 �利根村大字大楊187　TELO278－56－3682 

株 �ヽ エ � �一 社 � �合建 鈴 田市上 46 �設業 木工 久屋11 FAXO2 � �マンション 某所　　　　寓 �ビル株式会社 
群 �馬 �県； ����62－5 �京都豊島区東池袋4－2－7 

TELO278－22－ �������78－23－6233　　　　　　　　TELO3－3 �7十3433　FAXO3－3982－5964 


